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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、

輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

本
町
で
は
、
安
倍
内
閣
の
経
済

対
策
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
に
よ
る

緊
急
経
済
対
策
で
、
こ
れ
ま
で
の

懸
案
で
あ
っ
た
公
共
施
設
の
ハ
ー

ド
事
業
を
総
額
25
億
８
千
万
円
規

模
（
町
負
担
分
１
・
５
億
円
）
で

整
備
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

中
で
も
、
恐
竜
博
物
館
を
は
じ

め
、
街
な
か
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
ふ
れ

あ
い
広
場
（
通
称
・
恐
竜
公
園
）、

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
、
子
育
て
ふ

れ
あ
い
館
な
ど
の
施
設
を
中
心
に

市
街
地
整
備
が
完
了
し
た
と
こ
ろ

で
す
。
今
後
、
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド

（
通
称
・
恐
竜
ロ
ー
ド
）
を
軸
に
、

新
旧
市
街
地
を
結
ん
だ
「
ま
ち
づ

く
り
」
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
道
路
網
で
は
、
国
道
４

４
５
号
（
小
坂
〜
木
倉
間
）
や
九

州
中
央
自
動
車
道
「
小
池
高
山
イ

ン
タ
ー
」（
高
木
）
が
開
通
し
ま

し
た
。
九
州
中
央
自
動
車
道
は
、

平
成
30
年
に
「
上
野
イ
ン
タ
ー
」

（
仮
称
）
と
「
北
中
島
イ
ン
タ
ー
」

（
同
）
が
、
平
成
32
年
に
は
「
矢

部
イ
ン
タ
ー
」（
同
）
の
開
通
が

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
本
町
を
中
心
に
九
州
の
交
通
網

が
交
わ
り
、
ア
ク
セ
ス
と
利
便
性

が
格
段
に
向
上
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
中
山
間
の
活
性
化
に
も
期
待

さ
れ
ま
す
。

一
方
、
地
域
活
性
化
の
ソ
フ
ト

事
業
で
は
、
熊
本
県
夢
チ
ャ
レ
ン

ジ
事
業
を
活
用
し
た
水
越
地
区
で

の
地
域
お
こ
し
支
援
、
御
船
町
五

人
の
先
哲
委
員
会
に
よ
る
「
宮
部

鼎
蔵
没
後
１
５
０
年
記
念
式
典
」

の
開
催
な
ど
、
地
域
や
歴
史
、
文

化
に
目
を
向
け
た
地
域
主
体
の
振

興
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
や
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
指

定
管
理
者
へ
の
移
行
、
自
治
基
本

条
例
の
策
定
作
業
な
ど
、
民
間
や

地
域
の
力
に
着
目
し
た
取
り
組
み

を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

本
年
は
、「
地
方
創
生
元
年
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
町
内
全
域
の
活

性
化
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

現
在
、
分
権
時
代
や
人
口
減
少
、

超
高
齢
化
社
会
な
ど
、
地
方
を
取

り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て

い
ま
す
。
こ
の
情
勢
を
乗
り
越
え

る
た
め
に
は
、
地
方
主
体
の
仕
組

み
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
緊

急
経
済
対
策
や
地
方
創
生
な
ど
、

国
の
動
き
に
注
視
し
な
が
ら
、
本

町
の
特
色
を
生
か
し
た
自
治
体
運

営
が
必
要
で
あ
る
と
強
く
感
じ
て

い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
▼
中
山

間
の
人
口
減
少
対
策
と
定
住
化
▼

吉
無
田
高
原
・
水
源
の
利
活
用
▼

学
校
跡
地
の
再
利
用
▼
恐
竜
博
物

館
を
核
と
し
た
国
際
交
流
▼
イ
ン

タ
ー
周
辺
の
検
討
▼
熊
本
市
を
中

心
と
し
た
近
隣
自
治
体
と
の
都
市

圏
ビ
ジ
ョ
ン
の
連
携
―
な
ど
、
本

町
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
政
策
を
進
め
る

こ
と
が
重
要
と
考
え
ま
す
。
そ
の

た
め
に
も
「
共き

ょ
う
そ
う創」

を
基
本
理
念

に
、
住
民
、
議
会
、
行
政
に
よ
る

三
者
の
バ
ラ
ン
ス
を
重
視
し
た
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
型
行
政
運
営
を
一
層

進
化
し
て
い
く
方
針
で
す
。

最
後
に
、
本
年
が
皆
さ
ま
に

と
っ
て
素
晴
ら
し
い
一
年
で
あ
る

こ
と
を
お
祈
り
し
て
、
新
年
の
あ

い
さ
つ
と
し
ま
す
。

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
は
ご
健
勝
に
て
、

平
成
27
年
の
新
春
を
迎
え
ら
れ
た

こ
と
と
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
は
町
議
会

に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
、
国
の
情
勢
の
な
か
で
は
昨

年
の
５
月
８
日
に
有
識
者
で
つ
く

る
、
政
策
提
言
機
関
「
日
本
創
成

会
議
」
の
人
口
減
少
問
題
検
討
分

科
会
（
座
長
・
増
田
寛
也
元
総
務

相
）
が
「
ス
ト
ッ
プ
少
子
化
・
地

方
元
気
戦
略
」
を
発
表
し
ま
し

た
。
全
国
約
半
数
の
８
９
６
自
治

体
、
ま
た
県
内
で
も
26
の
市
町
村

が
２
０
４
０
年
ま
で
に
若
年
女
性

（
20
〜
39
歳
）
の
50
％
以
上
が
減

少
す
る
と
い
う
「
消
滅
可
能
性
都

市
」
危
機
に
直
面
し
て
い
る
と
い

う
憂
慮
す
べ
き
人
口
の
推
計
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
最
重
要

課
題
と
し
て
、
国
が
進
め
て
い
る

地
方
創
生
に
向
け
て
各
々
の
市
町

村
が
人
口
減
少
対
策
と
し
て
、
今

ま
で
の
デ
ー
タ
の
分
析
と
今
後
の

将
来
予
測
な
ど
を
行
い
、
地
域
の

特
色
を
生
か
し
た
地
方
版
総
合
戦

略
を
策
定
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
御
船
町
に
お
い
て
も
、
避
け

て
通
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
口
減

少
を
は
じ
め
、
社
会
保
障
費
な
ど

の
増
加
や
地
域
公
共
交
通
の
充
実

な
ど
、
今
ま
で
以
上
に
財
政
基
盤

の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
く
る
と
思

い
ま
す
。

さ
て
、
平
成
23
年
に
議
長
に
就

任
し
、
早
い
も
の
で
１
期
４
年
の

最
後
の
年
と
な
り
ま
し
た
。
議
長

と
し
て
就
任
当
時
「
議
会
で
は
、

基
本
条
例
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
た

め
の
肉
付
け
、
議
員
定
数
の
見
直

し
、
山
間
地
の
活
性
化
な
ど
を
中

心
に
地
域
に
足
を
運
ん
で
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
町
民
の
皆
様
か

ら
議
会
を
見
て
こ
の
４
年
間
い
か

が
で
し
た
か
。
第
１
に
議
員
定
数

の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
平
成
24

年
３
月
定
例
会
に
お
い
て
議
員
定

数
を
16
人
か
ら
14
人
の
２
人
削
減

す
る
こ
と
を
賛
成
多
数
で
可
決
し

ま
し
た
。
本
年
４
月
の
一
般
選
挙

か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。
第
２
に
議

員
力
を
高
め
る
と
共
に
議
員
の
資

質
向
上
を
図
る
た
め
に
「
政
務
活

動
費
の
交
付
に
関
す
る
条
例
」
を

平
成
25
年
12
月
の
定
例
会
議
で
、

議
員
発
議
で
提
出
し
賛
成
多
数
で

可
決
し
ま
し
た
。
第
３
に
、
議
会

基
本
条
例
の
３
つ
の
理
念
の
１
つ

で
あ
る
「
開
か
れ
た
議
会
」
を
推

進
し
て
い
く
た
め
に
、
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行

い
、
更
に
情
報
公
開
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
議
会
改

革
の
取
組
が
全
国
町
村
議
会
議
長

会
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
、
昨
年
５

月
28
日
、
29
日
に
開
催
さ
れ
た
第

39
回
全
国
町
村
議
会
議
長
副
議
長

研
修
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、
パ

ネ
リ
ス
ト
と
し
て
１
６
０
０
人
を

前
に
、
町
の
Ｐ
Ｒ
と
議
会
改
革
の

取
組
を
発
表
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
引
き
続
き
３
つ
の
理

念
を
継
承
し
、
さ
ら
な
る
二
元
代

表
制
の
確
立
を
目
指
し
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
は
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
議
会
傍
聴
な
ど

積
極
的
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
議

会
に
対
す
る
ご
意
見
や
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り
、
こ
の
１
年
が

町
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
素
晴
ら

し
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら

お
祈
り
を
申
し
上
げ
ま
し
て
新
春

の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
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再
び
全
国
の
舞
台
へ
。
御
船
中

学
校
（
河
田
知
治
校
長
、
４
０
７

人
）
も
の
づ
く
り
部
の
「
一
心
不

乱
」
が
、
12
月
６
日
と
７
日
、
長

崎
県
佐
世
保
市
東
部
ス
ポ
ー
ツ
広

場
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
、
第
16

回
創
造
ア
イ
デ
ア
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
九
州
地
区
中
学
生
大
会
応

用
部
門
で
３
位
に
輝
き
、
２
年
ぶ

り
に
全
国
大
会
へ
の
切
符
を
手
に

し
た
。

同
部
は
11
月
８
日
に
開
催
さ
れ

た
県
大
会
で
、
応
用
部
門
と
授
業

内
部
門
に
出
場
。応
用
部
門
で「
一

心
不
乱
」
が
優
勝
、「
右
脳
」
が

ベ
ス
ト
８
に
進
み
、
授
業
内
部
門

で
も
「
御
船
中
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
」
が

３
位
に
な
り
九
州
大
会
へ
は
、
３

チ
ー
ム
が
出
場
し
た
。

「
一
心
不
乱
」
が
出
場
す
る
応

用
部
門
は
、
１
対
１
の
対
戦
方
式

で
、
競
技
時
間
１
５
０
秒
の
間

に
、
メ
イ
ン
ロ
ボ
ッ
ト
と
自
動
制

御
で
動
く
ビ
ッ
ク
リ
ド
ッ
キ
リ
メ

カ
を
使
用
し
、
自
陣
エ
リ
ア
に
あ

る
ボ
ー
ル
を
相
手
エ
リ
ア
に
多
く

送
り
込
ん
だ
チ
ー
ム
が
勝
ち
と
な

る
ル
ー
ル
。

部
長
の
堀
田
裕ひ

ろ
た
か貴

君
（
３
年
）

は「
県
大
会
は
優
勝
で
き
た
け
ど
、

九
州
大
会
の
３
位
と
い
う
結
果
が

悔
し
い
。
全
国
大
会
で
は
、
全
国

制
覇
を
目
指
し
て
頑
張
り
た
い
」

と
話
し
た
。

全
国
大
会
は
１
月
24
日
と
25

日
、
東
京
都
江
東
区
の
木
材
会
館

で
開
催
さ
れ
る
。
11
回
目
の
全
国

舞
台
に
挑
戦
す
る
「
一
心
不
乱
」

の
メ
ン
バ
ー
は
、
４
度
目
の
日
本

一
を
目
指
す
。

【
御
船
中
学
校
も
の
づ
く
り
部
】

部
員
25
人
、（
３
年
生
４
人
、

２
年
生
９
人
、
１
年
生
12
人
）。

鹿
釜
良
一
教
諭
が
指
導
。
平
成
15

年
か
ら
10
年
連
続
で
全
国
大
会
へ

出
場
し
、
今
大
会
を
含
め
11
回
全

国
大
会
へ
出
場
す
る
。

【
一
心
不
乱
】

※（　

）内
は
学
年
。
敬
称
略
。

堀
田
裕ひ

ろ
た
か貴

（
３
年
）

松
下
航か

ず

也や

（
３
年
）

松
本
尚し

ょ
う
た大

（
３
年
）

村
崎　

竣し
ゅ
ん（
２
年
）

佐
野
亮り

ょ
う
す
け介（

３
年
）
メ
カ
ニ
ッ
ク

ロ
ボ
ッ
ト
競
技
の
甲
子
園
と
も

呼
ば
れ
る
、第
22
回
全
国
高
等
学

校
ロ
ボ
ッ
ト
競
技
大
会
が
、11
月

８
日
と
９
日
、宮
城
県
総
合
運
動

公
園
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、

都
道
府
県
の
代
表
１
２
８
チ
ー
ム

が
出
場
し
た
。

今
回
で
13
回
連
続
出
場
と
な
る

御
船
高
校
マ
イ
コ
ン
制
御
部
ロ

ボ
ッ
ト
班
か
ら
は
２
チ
ー
ム
が

出
場
。御
船
A 

w
i
t
h
ポ
チ
が
、

２
年
連
続
９
回
目
の
全
国
制
覇
を

果
た
し
、御
船
B 

w
i
t
h
タ
マ

も
、ベ
ス
ト
８
ま
で
進
ん
だ
。

御
船
A 

w
i
t
h
ポ
チ
の
メ

ン
バ
ー
５
人
は
、競
技
に
出
場
し

た
松
野
豊
君
、福
岡
諒
君
の
２
人

の
１
年
生
に
、
修
理
に
備
え
待

機
し
た
、
甲
斐
敦
士
君
、
井
上
和

也
君
、
宮
部
翔
太
君
。
操
縦
し
た

松
野
く
ん
は「
全
国
制
覇
が
目
標

だ
っ
た
の
で
、達
成
で
き
て
と
て

も
嬉
し
い
。
今
後
も
３
連
覇
、
４

連
覇
と
達
成
で
き
る
よ
う
頑
張
っ

て
い
き
た
い
」
と
話
し
た
。
部
長

の
甲
斐
敦
士
く
ん（
３
年
）は
、「
保

護
者
や
育
友
会
、ま
わ
り
の
人
た

ち
の
期
待
に
応
え
る
こ
と
が
で
き

て
良
か
っ
た
。応
援
し
て
く
れ
た

人
た
ち
に
も
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。全
国
大
会
が
終

わ
っ
て
引
退
す
る
ま
で
に
、部
品

製
作
の
技
術
や
ロ
ボ
ッ
ト
操
縦
の

技
術
を
後
輩
に
伝
え
て
、３
連
覇

で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
も
ら
い

た
い
」と
後
輩
た
ち
へ
エ
ー
ル
を

送
っ
た
。

【
御
船
高
校
マ
イ
コ
ン
制
御
部
】

部
員
21
人（
３
年
生
７
人
、
２

年
生
４
人
、１
年
生
10
人
）。小
松

淳
教
諭
、
大
橋
貴
幸
教
諭
、
中
村

俊
一
教
諭
ら
３
人
の
顧
問
が
指
導
。

平
成
13
年
度
か
ら
連
続
で
全
国

大
会
に
出
場
し
、今
大
会
を
含
め

14
回
の
出
場
中
９
回
が
日
本
一
に

輝
く
。

【
御
船
Ａ 

w
i
t
h
ポ
チ
】

※（　

）内
は
学
年
と
出
身
中
学
校
。敬
称
略
。

左
写
真
右
か
ら

宮
部
翔
太
（
２
年
・
下
益
城
城
南
中
）

福
岡　

諒
（
１
年
・
甲
佐
中
）

松
野　

豊
（
１
年
・
甲
佐
中
）

甲
斐
敦
士
（
３
年
・
湖
東
中
）

井
上
和
也
（
１
年
・
甲
佐
中
）
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２年ぶり11回目の全国舞台へ２年連続９回目の全国優勝。
第22回全国高等学校ロボット競技大会 第15回全国中学生創造ものづくり教育フェア

創造アイデアロボットコンテスト

全国大会に向けロボットの調整を行うメンバー
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山
本
孝
二
町
長
が
御
船
町
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
（
公
約
）
と
し
て
掲
げ
た
５
つ
の
宣
言
。

町
民
と
交
わ
し
た
約
束
は
、
果
た
せ
た
の
か
。
ま
ち
づ
く
り
大
会
で
町
民
検
証
委
員

か
ら
発
表
さ
れ
た
２
期
目
４
年
間
の
検
証
結
果
を
お
伝
え
す
る
―
―
。

御
船
町
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
ま
ち

づ
く
り
大
会
が
11
月
30

日
、
町
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
た
。
こ
の
大
会
は
、
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
（
公
約
）
の
政
策
評

価
を
目
的
と
し
て
、
今
回
で
７
回

目
を
数
え
る
。
会
場
に
は
、
町
内

外
か
ら
約
３
０
０
人
が
足
を
運

び
、
御
船
町
の
４
年
間
を
振
り

返
っ
た
。

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
「
共き

ょ
う
そ
う創
」

を
基
本
理
念
に
、
５
つ
の

宣
言
と
プ
ラ
ス
を
柱
と
し
た
30
施

策
、
全
80
事
業
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。
主
に
、
▼
健
康
・
子
育
て
▼

ま
ち
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
▼
地

域
ブ
ラ
ン
ド
・
ビ
ジ
ネ
ス
▼
ロ
ハ

ス
（
健
康
・
環
境
）・
農
業
の
支

援
対
策
▼
学
校
教
育
―
が
柱
だ
。

今
回
、
公
募
で
選
ば
れ
た
町

民
９
人
が
検
証
委
員
を
務

め
、
宣
言
ご
と
に
検
証
結
果
を
発

表
し
た
。
検
証
委
員
は
▼
評
価
点

▼事業　地域スポーツイベント・教室、
子育てふれあい館開設、子ども医療費
無料化年齢引き上げ―など全28事業。
▼評価　スポーツセンターの指定管理  
者導入による利用強化、子育てふれあ
い館を活用した子育て支援の充実。
▼問題　住民ニーズは合っているが計
画が不明確、実現にむけた体制づくり
が整っていない。
▼提案　施策目標に対して事業の適正
化やスリム化を図り、関係課と各団体
が連携を密にした体制強化が必要。

▼事業　自治基本条例制定、地域創り
推進協議会やＮＰＯ・ボランティア活
動推進協議会設置―など全８事業。
▼評価　自治基本条例やコミュニティ
のモデルケースなどの施策は、人材育
成や体制づくりができている。
▼問題　全体的に目標や期間など計画
が明確化されておらず、町長と担当課
との間で計画が練られていない。
▼提案　施策によっては住民ニーズの
調査、計画の見直し、プロジェクトチー
ムの結成が必要。

コーディネーター

神吉 信之 氏
外部検証委員

日野 稔邦 氏
御船町議会

岩田 重成 議長
御船町

山本 孝二 町長

宣言

宣言

▼
問
題
点
▼
提
案
―
を
整
理
し
て

50
点
満
点
の
採
点
と
合
わ
せ
て
、

山
本
町
長
の
２
期
目
４
年
間
を
町

民
目
線
で
通
信
簿
を
つ
け
た
。

最
も
点
数
が
高
か
っ
た
項
目

は
宣
言
１
の
30
点
。
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者

導
入
や
子
育
て
ふ
れ
あ
い
館
の
充

実
が
高
評
価
さ
れ
た
。
し
か
し
一

方
で
、
点
数
が
低
か
っ
た
項
目
は

宣
言
３
の
14
点
。
集
客
拠
点
と
な

る
恐
竜
博
物
館
な
ど
の
施
設
整
備

を
進
め
た
が
、
電
子
シ
ョ
ッ
プ
の

立
ち
上
げ
や
特
産
品
売
り
場
の
未

整
備
が
低
評
価
に
つ
な
が
っ
た
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
山
梨
学
院

大
学
教
授
・
江
藤
俊
昭
氏

の
講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
（
討
論
）
も
行
わ
れ
、
御

船
町
の
現
状
と
課
題
、
こ
れ
か
ら

の
方
向
性
に
観
衆
は
熱
心
に
耳
を

傾
け
て
い
た
。

▼事業　街なかギャラリー開設、産業
ふれあい広場や新恐竜博物館建設、誉
れの認定・商品登録―など全16事業。
▼評価　事業の進捗度は低いが、集客
拠点となる恐竜博物館など、施設整備
を進めた点。
▼問題　宣言と施策内容が不十分で、
事業項目の一貫性がなく絞り込みがさ
れていない。
▼提案　宣言や施策の数値目標を明確
に定めて、実施期限と工程表を作成し、
横断的な組織づくりが必要。

▼事業　学習型ツーリズム、有害鳥獣
対策、ファームポンド建設、滞在型・
体験型の農業観光―など全11事業。
▼評価　個人での環境保全ボランティ
ア活動への参加、ライフスタイルを意
識した町民割合は増加傾向にある。
▼問題　ロハス本来のビジョン、役場
内や関係団体との連携、協力体制がで
きていない。
▼提案　広報やホームページなどで情
報発信を図り、住民や団体、企業を巻
き込んだロハス戦略計画の構築。

▼事業　学校運営協議会の設置、学園
のまちづくり推進委員会設置、町民図
書館建設―など全７事業。
▼評価　事業は、子どもたちを地域で
支える活動で、地域活性化にもつなが
るなど、一定の成果があがっている。
▼問題　住民ニーズの把握や再考が未
実施で計画が曖昧。マニフェスト施策
内容が議会や住民に浸透していない。
▼提案　子どもたちを地域で支える活
動は大きな予算を伴わずとも、創意工
夫で充実させることは可能。

宣言

宣言

宣言

「共創」という言葉は、
皆さんにとっては当たり
前かもしれませんが、行
政や地方自治には殆どで
てきません。御船町の造語だと思い
ます。自治体経営に、なぜ「共創」
が使われているのか―。おそらく、
住民、議会、行政の三者が一緒にい
い関係をつくっていく言葉。三者の
中心には目標が必要で、その中心的
な役割がマニフェストです。
マニフェストや総合計画を見て、

御船町はどのような方向を目指して
いるのかを確認することも大切とい
えます。つくればいいというわけで
はなく実践する、さらにはそれを検
証することも必要です。では、誰が
検証をするのか―。行政だけで検証
をしたら自己評価になってしまい、
甘い評価もでてしまいます。だから、
しっかりと第三者に評価してもらっ
たり、一番重要なのは生活している
住民の人たちが本当に政策がいいの
かを評価することが大事です。
検証をすることによって、地域の

ことを知る、知った地域のことを
もっと愛するようになる。検証作業
は、とても大事なことだと思ってい
ます。

住
民
に
よ
る
政
策
評
価
が
重
要

地
域
を
知
り
愛
す
る
検
証
作
業

山梨学院大学教授

江藤 俊昭氏
◉Profi le

えとう・としあき。1956（昭
和31）年東京都生まれ。山
梨学院大学法学部政治行政学
科教授。専攻は地域政治論。
議会サポーター、地方自治研
究機構評議委員などを務め
る。著書は、自治体議会学、
地方議会改革など多数。

岩永 義記 さん北川内 宗郎 さん 増田 安至 さん江藤 守立 さん 坂本 清子 さん熊野 清孝 さん 其川 喜代子 さん
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ま
ち
づ
く
り

町
民
か
ら
町
長
へ

通
信
簿

◉第７回御船町マニフェストまちづくり大会
　　　　　　　　共創　～共に創る御船町～

地
域
の
こ
と
は

地
域
で
決
め
る
御
船
町

我
が
ま
ち
の
子
ど
も
た
ち
を

み
ん
な
で
育
む
御
船
町

地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
と

地
域
ビ
ジ
ネ
ス
で

経
済
的
に
豊
か
に
な
る
御
船
町

み
ん
な
で
育
む

笑
顔
と
自
然
が
響
き
あ
う

ロ
ハ
ス（
健
康
・
環
境
）

な
ま
ち
御
船
町

大会資料は、御船町ホームページからダウンロード可能

基調
講演

健
康
い
き
い
き
御
船
町



役場ニュース 御船町役場へのご用件は直通電話が便利です

２
月
16
日
月
か
ら
３
月
16
日
月
ま

で
、
平
成
27
年
度
町
県
民
税
・
国

民
健
康
保
険
税
の
申
告
を
受
け
付
け
ま

す
。
行
政
区
ご
と
に
日
程
を
設
け
て
い
ま

す
の
で
、
指
定
さ
れ
た
日
に
申
告
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

申
告
を
忘
れ
る
と
、
所
得
が
把
握
で

き
な
い
た
め
、
所
得
証
明
や
国
民

健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
な
ど
の
減
額

が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

町
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
人

申
告
が
必
要
な
人
は
、
平
成
27
年
１
月

１
日
に
御
船
町
に
住
所
が
あ
る
人
で
次
に

該
当
す
る
人
で
す
。

1
営
業
、
農
業
、
不
動
産
な
ど
の
事
業
所

得
が
あ
る
場
合

2
給
与
所
得
が
あ
る
場
合

⑴
給
与
以
外
の
収
入
や
２
カ
所
以
上
か

ら
給
与
収
入
が
あ
る
人

⑵
医
療
費
控
除
を
申
告
す
る
人

⑶
年
の
途
中
で
退
職
し
、
年
末
調
整
を

し
て
い
な
い
人
や
年
末
調
整
後
追
加

の
控
除
が
あ
る
人

3
年
金
受
給
者

⑴
年
金
以
外
の
収
入
が
あ
る
人

⑵
社
会
保
険
料
な
ど
の
控
除
の
追
加
が

あ
る
人

⑶
遺
族
年
金
や
障
害
年
金
な
ど
非
課
税

年
金
を
受
給
し
て
い
る
人

4
収
入
が
な
い
人

（
税
法
上
の
扶
養
に
入
っ
て
い
る
人
）

平成27年度
町県民税・国民健康保険税申告日 行政区

２月

16日月 藤木・滝園・向山・釜出・木の末
松の生・小川野・椎の尾・吹野

17日火 餅畑・日向・古閑迫・古閑原
茶屋の本・南田代第２区

18日水 牧の原・玉来・下山・中野・間所
木戸屋・浅の藪・南田代第１区

19日木 ５丁目・瓜山・上迎町・下迎町・旭町
桜町・高山

20日金 西木倉

23日月 南田代第３区・南田代第４区・水源
上田代・八勢

24日火 西往還・南木倉・宗心原・河内・足水

25日水 陣・東上野中・東上野上

26日木 中辺田見・下辺田見

27日金 下梅木・浄光寺・片志和・小路・落合
北木倉

３月

２日月 小坂

３日火 秋只・万ケ瀬・増見鶴

４日水 上辺田見・上荒瀬・下荒瀬

５日木 下高野

６日金 竹の迫・川内田・下鶴・町・田畑
五ヶ瀬・馬立・粒麦・有水・大内

９日月 １丁目・２丁目・３丁目・４丁目

10日火 ６丁目・牛ケ瀬１区

11日水 上梅木・上高野・甘木・東上野下

12日木 横野・玉虫・田迎

13日金 牛ケ瀬２区・今城

16日月 予備日

太陽光発電を家などに設置し、売電収入がある場合
は、住民税または確定申告が必要です。
◆申告に必要な書類
①売電収入が分かるもの（１月～12月分）
②経費が分かるもの（太陽光発電設備の契約書や
ローンの利息が分かる書類）

熊本東税務署では、所得税の還付申告のみ１月５日
月から受付けています。２月16日月～３月16日月は、
還付以外の申告も受付けています。また、２月22日
と３月１日の日曜も申告を受付けています。
◆還付申告　１月５日月～
◆会場　熊本東税務署
◆受付時間　９時～16時

問熊本東税務署　☎３６９-５５６６

要介護認定を受けている人に対して「障害者控除対
象者認定書」を交付します。申告の際に提示すれば、
町県民税や所得税の控除が受けられます。
◆申請・交付場所　福祉課介護保険係
申請の際には「介護保険被保険者証」・「印鑑」が必
要です。
※認定書の交付は、申請後約１週間後です。
※身体障害者手帳などを基に、障害者控除を受ける
場合は、控除の重複はできません。詳しくは、介
護保険係までお尋ねください。

◆対象者
認定基準日（12月31日）に、次の①・②に該当する人
①年齢が65歳以上の人
②要介護１～５の要介護認定を受けている人
◆申請できる人
①対象者本人
②対象者から委任をうけた人
③対象者と同一世帯で生計を一にする親族

要介護度（対象控除名）
控除額

町県民税 所得税

　１・２・３（障害者控除） 26万円 27万円

　４・５（特別障害者控除） 30万円 40万円

問福祉課介護保険係　☎２８２-１３４９

　３月２日月～６日金まで、税理士が申告相談を受付
ます。税理士の申告相談のみ、指定行政区に限らず申
告を受付けます。確定申告に関する質問などがある場
合は、税理士相談をご利用ください。

町
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
い
人

1
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確

定
申
告
を
す
る
人

2
収
入
が
給
与
の
み
で
、
事
業
主
か
ら
御

船
町
に
「
給
与
支
払
報
告
書
」
が
提
出

さ
れ
て
い
る
人

3
収
入
が
公
的
年
金
だ
け
で
、
所
得
控
除

の
追
加
が
な
い
人

事
前
準
備
を
お
願
い
し
ま
す

役
場
３
階
の
申
告
会
場
は
、
大
変
混
雑

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
営
業
や
農

業
、
不
動
産
な
ど
の
収
入
が
あ
る
場
合
、

待
ち
時
間
短
縮
の
た
め
、収
支
内
訳
書
は
、

必
ず
申
告
受
付
前
ま
で
に
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。
収
支
内
訳
書
な
ど
が
作
成
さ
れ
て

い
な
い
場
合
は
、
申
告
相
談
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

税
務
署
で
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す

次
の
よ
う
な
、
確
定
申
告
は
役
場
で
は

受
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
熊
本
東
税
務
署

で
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

1
１
回
目
の
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の

申
告

2
土
地
や
建
物
、
株
式
な
ど
の
売
却
に
関

す
る
申
告

3
損
益
通
算
、
繰
越
損
失
な
ど
の
申
告

4
死
亡
者
の
申
告
（
準
確
定
申
告
）

5
雑
損
控
除
の
繰
越
控
除
を
受
け
る
場
合

月 日月‒ 月 日月
◉会場：役場３階大会議室　◉受付時間：８時30分～15時30分（午前の受付は11時まで）

注意：11時までに受付されても、受付人数で午後からの申告相談になる場合があります。

❶印鑑
❷本人の通帳

◆給与・年金などの収入がある場合
平成26年１月から12月までの
収入が分かる、源泉徴収票や支
払証明書など

◆控除を追加する場合
控除証明書や領収書、支払証明
書など

◆営業や農業、不動産などの収入
がある場合
収支内訳書

◆障害者控除を受ける場合
障害者手帳、療育手帳、精神障
害者保健福祉手帳、障害者控除
対象者認定書など
※認定書は介護保険係で発行

◆医療費控除を受ける場合
支払った医療費の領収書と医療
費を計算した明細書

◆寄附金控除を受ける場合
寄附団体発行の証明書や領収書
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問税務課課税係　☎２８２－1 １１４税の申告

申告に必要なもの

太陽光発電の売電収入は
申告が必要です

所得税の還付申告は
１月５日月から

要介護認定者に
障害者認定書を交付

申告スケジュール

税理士による申告相談

税
理
士
に
よ
る
申
告
相
談
期
間



役場ニュース 御船町役場へのご用件は直通電話が便利です

４月27日にオープンした「新恐竜博物館」。11月には
15万人を突破した。町立運営の恐竜博物館としては、全
国一の収蔵資料数約15,000点、骨格約20体を展示してい
る。また、特別展「モンゴル　ゴビ砂漠の恐竜たち」が開
催され、モンゴルゴビ砂漠で発見される最大の肉食恐竜「タ
ルボサウルス」の全身骨格標本など本物の化石が展示され
た。

マスコットキャラクター「ふねまる」が、３月15日に
誕生。町内の小・中・高校生からイラスト146点の応募が
あり、入賞31点から最優秀賞１点、優秀賞２点、佳作５点、
特別賞２点を選考。町の子どもたちの夢が詰まったキャラ
クターが誕生した。町のＰＲ大使に任命され「ふねまる宣
伝隊」と、恐竜博物館開館やモンゴル特別展など、県内外
で御船町のＰＲを行った。2014ゆるきゃら®グランプリ
にも出場し1,669体中87位だった。

６月の議会で、こども医療費の助成を中学生まで拡大。
平成19年度の就学前までの助成から、平成20年度には小
学３年生、平成22年度には小学６年生と段階を踏んで年
齢引上げを行った。８月１日から、就学前までの子どもた
ちは無料。小学生から中学生までは、１カ月１医療機関ご
とに1,000円までの負担となった。また、「こども医療費
受給者証」と保険証を医療機関で提示すれば、原則、保健
センターへの医療費の請求が不要になった。

平成19年の参議院議員通常選挙から、開票時間の短縮
に向けた協議検討を進め、職員の意識改革と開票作業の効
率化に取り組んできた。12月14日の衆議院議員総選挙の
開票作業では、効率的な人員配置、開票作業の効率化を担
うべく特命係の配置など選管担当者のみでなく、開票事務
に従事した職員との連携により町独自の開票スタイルを確
立した。開票時間については、平成24年の衆院選と比較し、
29分短縮できた。

１月12日、益城町総合体育館で「九州市町村合同公売
会in熊本」を開催。高額落札と参加団体の連係や交流を
目的に、御船町が中心となり開催。県内28、県外17の自
治体から600品が出品され、約800人が来場。スタッフ
180人が対応した。徴収係４人と税務課が挑んだ九州初の
合同公売会は、参加団体への依頼、備品調達、会場設営、
当日の運営までを御船町が中心となり行い、九州各県に「御
船町」をアピールできた。

旧御船幼稚園を改修し、町の子育て支援の核となる、子
育てふれあい館が４月28日開館した。
これまで、公民館御船分館で行われていた「つどいの広

場事業」「子育てサポート事業」が、子育てふれあい館に移っ
たことにより、月平均の利用者は２倍の614人に達した。
ふれあい広場にも近いことから、更なる利用者増が見込

まれ「子育てしやすい町」の一役を担っており、各種高齢
者組織との「異世代交流」の場ともなっている。

平成25年４月に北田代老人クラブの依頼で、地域高齢
者の元気づくりを目的とした、家庭菜園「野菜栽培講習会」
を、営農指導員が講習会や講演会を行ってきた。このこと
をきっかけに、収穫できた野菜などを販売できないかとの
要望があり、田崎市場仲卸業者の協力を得て収出荷体制を
構築。６月から出荷が始まり、地ぎゅうり・ズッキーニな
どの珍しい野菜10数種類を出荷。地域高齢者の元気づく
りと活性化に繋がった。

４月20日に御船街なかギャラリーがオープン。江戸時
代後期から明治時代に建てられ、酒蔵として唯一残ってい
た大型町家を改修し、主屋、南蔵、北蔵、離れの４つの施
設を整備。文化および芸術の発信拠点として、工芸展や絵
画展、マルシェなど民間による様々なイベントが開催され
ている。また、結婚式の前撮りなどにも活用されており、
４月までに約13,000人が利用している。

御船地区都市再生整備計画事業として、平成22年度か
ら平成26年度までの５年間で整備を行う。現在、広報活
動支援事業と事業効果分析支援等業務を進めている。４月
には、ふれあい広場、新恐竜博物館、子育てふれあい館、
街なかギャラリーなどの施設がオープン。特に、目玉とな
る新恐竜博物館へは15万人以上の来館者が訪れている。

社会環境が大きく変化するなかで、地域と一体となった
よりよい教育環境の実現を目指して、山間地区の学校が複
数統合している七滝中央小学校を御船版コミュニティ・ス
クールに指定。地域の方に教壇に立っていただいたり（ゲ
ストティーチャー）、地域の伝統行事に児童、職員も積極
的に参加することなどを通して、学校と地域の双方向性の
ある関係づくりを行い、地域の活性化にも貢献した。

御
船
町
役
場

大
ニ
ュ
ー
ス
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恐竜博物館新館オープン

ふねまる誕生

こども医療費が
中学生まで拡大

コンマ１秒の改革

九州市町村合同公売会

子育てふれあい館

じっちゃん・ばっちゃんの
無印野菜

御船街なかギャラリー

都市再生整備計画事業

御船版
コミュニティースクール

平
成
26
年
中
の
役
場
10
大
ニ
ュ
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ス
を
発
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し
ま
す



おいしい玉ねぎができますように
12月８日、七滝中央小学校（木屋秀章校長、82人）

の１、２年生が、地区の住民６人と玉ねぎを植えまし
た。昨年、玉ねぎ植えを経験したことがある２年生の
児童は「簡単に早く終わったので、もう少し植えたかっ
た」と話しました。玉ねぎ植えは、南田代第一集落の
中山間事業の一環で毎年行われており、今回植えられ
た玉ねぎは2,000本。来年５月には500㌔の収穫が予
定されています。

園児たちとクリスマス交流会
12月17日、高木保育園（本田恵美子園長、66人）

の年長・年中児22人が、老人ホームオアシスを訪問し、
約40人の利用者と交流しました。交流は、毎年保育
園の発表会後、クリスマスの時期にあわせて行われて
います。園児たちは、ユニフォーム姿など、さまざま
な衣装を着て、元気よくダンスを披露しました。また、
肩たたきやジャンケンなどのゲームを楽しみ、手作り
のクリスマスプレゼントを利用者にプレゼントしまし
た。

学校にミニ門松づくり
12月25日、町内の小中学校の用務員６人が、御船
小学校でミニ門松作りを行いました。門松作りは昨年、
用務員研修会で話が出たことがきっかけで始まり、今
年で２回目。竹などは用務員が準備し、持ち寄った松
やパンジー、ナンテンやリュウノヒゲなどのさまざま
な花が寄せ植えされました。できあがった可愛らしい
門松は、各小中学校に飾られました。

お正月用に生け花づくり
12月26日、がん患者や患者の家族らの体験や思い

を語る場として毎月開催されている「みふねがんサロ
ンいきいき茶論」で、正月用の生け花づくりが行われ、
16人が参加しました。参加者は、生け花に活ける花
の意味などを聞いた後、それぞれ生け花を楽しみまし
た。同サロンでは、毎月、音楽鑑賞や芋ほりなど様々
な内容を企画し、がん患者や支援者と楽しく交流して
います。
詳しくは代表世話人の馬場まで

（☎０９０-７５３３-４９４４）

続く伝統行事　玉虫節頭まわし
五穀豊穣や無病息災を山の神に感謝して、一升三合

三尺（約2.4㍑）の大杯に注がれた酒を飲み干す祭り
「節頭回し」が12月７日、玉虫公民館で行われ、約
30人が参加しました。祭りは、江戸時代から続けら
れており、玉虫地区の上組・中組・下組に分かれた男
衆が、年輩者から順番に酒を飲み、最後の一人が飲み
干したあと大杯を頭にかざします。最後のひとりが酒
を飲み干し、大杯を頭にかざすと参加者からは盛んな
拍手が送られました。

いろんな視点から健康を考える
12月７日、町カルチャーセンターを中心に「みふ
ねいきいきフェスタ2014～あなたの元気は未来のた
めに～」が開催されました。フェスタは『赤ちゃんか
らお年寄りまで身体的にも精神的にも「いきいき」し
てもらおう』というコンセプトで昨年から行われてお
り、今年で２回目。ホールでの講演などのほか、「健
康チェックブース」「赤ちゃんハイハイ・よちよちレー
ス」などの幅広いブースが設けられた会場では、いき
いきとした笑顔の人たちでにぎわいました。

おいしいお米をいただきま～す
12月８日、御船小学校（本田尚一校長、322人）
の３年生38人が、上田代地区の住民８人を招待し、
給食交流会を行いました。交流給食で出されたお米は、
５月に３年生と上田代地区の住民が、一緒に田植えを
行い、10月に収穫したお米です。児童たちは、お世
話になった上田代地区の人たちと交流しながら、自分
たちが育てたお米をおいしく食べました。

年末の安全を守る
12月28日から30日まで、町消防団（石坂浩秋団長、

389人）が年末警戒を行いました。年末警戒は、毎年、
年末の火災が多くなる時期に、消防団員が各詰所など
に集まり、泊まり込みで警戒を行います。団員たちは、
積載車で広報活動を行い、火災予防を呼びかけました。
年末警戒中は、山本町長や御船警察署副署長、上益城
消防署長、消防団の幹部たちが、全詰所を訪問し団員
たちを激励しました。
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大田黒浩一さんによる記念講演

様々な衣装で登場した園児たち

給食を食べる児童と上田代地区の参加者年末警戒で団員たちを激励する石坂団長

完成したミニ門松は各小中学校に飾られた 植え方を教えてもらう児童たち

酒を飲み干し、大杯を頭にかざす参加者

生け花づくりに挑戦する参加者



【総合】
❶山都町Ａ　２時間06分54秒　❷甲佐町　２時間08分19秒
❸益城町Ａ　２時間08分40秒　❹御船町　２時間09分50秒
❺益城町Ｂ　２時間15分45秒　❻嘉島町　２時間17分57秒
❼山都町Ｂ　２時間19分08秒
【個人】  

１区（3.6㌔）　山下　　駿　12分36秒
２区（5.2㌔）　増田　晃大　16分44秒
３区（4.8㌔）　川上　宏紀　16分20秒
４区（3.3㌔）　西山　祥世　13分03秒
５区（3.0㌔）　川上　彩音　11分54秒
６区（4.8㌔）　鴨池信太郎　16分25秒
７区（7.8㌔）　吉野　将悟　25分15秒
８区（5.3㌔）　松永　匡史　17分33秒　※区間賞

上益城路４位  上益城郡町対抗駅伝
12月21日、第39回上益城郡町対抗駅伝大会が開催

され、郡内５町から７チームが出場しました。御船町
役場スタート・益城町総合運動公園陸上競技場ゴール
の８区間37.8㌔のコース。今大会から、コースが一
部変更され、3.2㌔長いコースを町代表選手８人がタ
スキをつなぎました。個人では、８区・松永匡史選手
が区間賞の走りを見せました。山下直樹監督は、来年
は若手の成長を願い、11年ぶりの優勝を目指したい」
と意気込みを語りました。

1_御船町役場前をスタートする選手たち　2_１区・山下駿 選手（御船
中２年）　3_２区・増田晃大 選手（開新高校２年）　4_３区・川上宏紀 
選手（水越・一般）　5_ ４区・西山祥世 選手（御船中２年）　6_５区・
川上彩音 選手（御船中１年）　7_６区・鴨池信太郎 選手（御船中３年）　
8_７区・吉野将悟 選手（御船・一般）　9_８区・松永匡史 選手（熊本市・
一般）

1

2

6

4 35

789

平成27年１月１日で、御船町が誕生して60年を迎えま
す。その節目の年を祝って、記念式典を開催します。

◉日時　2月1日日　10時開式（９時30分開場）
◉場所　カルチャーセンターホール（492席）
◉内容　功労者表彰、七滝中央小学校６年生児童による

劇「宮部鼎蔵さんのこころ」と新風太鼓「響」
◉参加方法　電話でお申し込みください。席の都合上、

一般参加は50人程度を予定しています。
◉問い合わせ　役場総務課秘書係　☎２８２－１３９２

御船中央土地改良区
理事長  吉

よしずみ

住健
けん

二
じ

さん（高木） 織
お だ

田賢
けんいち

一さん（辺田見）永
なが

野
の

宏
ひろあき

明さん（田代）

織田さんは、樋門管理者として
10年以上にわたり、御船川の排
水樋

ひ

管
かん

の操作点検や適切な管理を
行ってきました。長年、適切な河
川管理に貢献したとして、熊本河
川国道事務所長より感謝状が贈ら
れました。

永野さんは、平成10年に町認
定農業者になり、平成25年には
町同友会会長として女性部会を設
立。女性の力の活用など、地域農
業の活性化に尽力したとして、蒲
島郁夫県知事より表彰されまし
た。

御船中央土地改良区は、農業用
用排水施設・農道の整備や管理、
農地の整備を目的としている農業
者による組織です。農業生産基盤
の整備開発に努めた功績に対し、
全国土地改良事業団体連合会より
銀賞を表彰されました。

中学生硬式野球九州選抜に３人が選出
上益城ボーイズに所属する、永本湧一君（御船中３
年）、中嶋南美さん（御船中３年）、永本瑞希さん（御
船中２年）が、８月に開催された第15回ボーイズリー
グ鶴岡一人記念大会に出場しました。永本くんは、九
州ブロック南代表、中嶋さん、永本さんは中国・四国・
九州女子代表として選抜されました。３人は「選抜チー
ムに選ばれた全国の選手たちはすごかった。同じ年代
のプレーを見てやる気がでてきた。これからも野球を
頑張っていきたい」と話しました。

御船中野球部が県大会に出場
11月に開催された、第５回少年野球選手権大会と

第６回全日本少年春季軟式野球大会の２つの郡大会
で、御船中学校野球部が準優勝し、県大会への出場権
を獲得しました。主将の福嶋悠一郎くん（２年生）は、
「新チームはとても元気がいいチーム。県大会に出場
できたことで、みんな自信が持てたと思う。今年は、
中体連優勝を目指し、練習を頑張りたい」と今年の目
標を語りました。
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町制誕生60年

１団体、２個人に表彰状と感謝状

御船町合併60周年記念式典

中体連優勝に向け練習に励む野球部（１年生11人、２年生6人）
高校では１年生からレギュラーを
目指すと目標を語る永本君

選抜チームではキャプテンを務めた
中嶋さん（左）と永本さん（右）



上野まりな さんまつおみかこ さん田上　志織 さん

町内に勤務する先生に、子どもの頃の
思い出を話してもらうコーナーです。

このコーナーでは、皆さんからのお便りをお待ちしています。
どんなことでもかまいません。どしどしお送りください。広報クイズの答えもお忘れなく。

《あて先》 〒861 - 3296 御船町役場「おたより」係　※住所を書かなくても届きます。

《Eメールアドレス》　kanri@town.mifune.lg.jp
※匿名希望の場合は、氏名の横にその旨を明記してください。ペンネームでもかまいません。

イ
ラ
ス
ト
は

た
て
に
描
い
て
ね

新
し
い
年
を
迎
え
、
昨
年
は
病
気
に
よ
く
か
か
り
ま

し
た
が
、
健
康
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

（
木
倉
・
Ｍ
さ
ん
）

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
広
報

み
ふ
ね
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
皆
様
が
今
年
も

健
や
か
に
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に
。

（
広
報
係
）

先
日
、第
3
子
が
2
歳
に
な
り
ま
し
た
。2
歳
に
な
っ

た
月
に
最
後
の
オ
ム
ツ
券
を
使
い
ま
し
た
。
成
長

し
た
う
れ
し
さ
と
、
オ
ム
ツ
券
が
な
く
な
る
淋
し
さ
…
2

年
間
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
助
か
り
ま

し
た
。

（
小
坂
・
Ｍ
さ
ん
）

2
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
た
ん
で
す
ね
。
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
子
育
て
を
し
て
い
る
と
月
日
が
経
つ
の

は
あ
っ
と
い
う
間
で
す
よ
ね
。
御
船
町
で
は
子
育
て
し
や

す
い
環
境
を
目
指
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
興
味
の
あ
る
方
は
児
童
福
祉
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※
育
児
用
品
支
給
事
業
…
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
を

軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
第
3
子
以
降
の
児
童

に
対
し
て
育
児
用
品
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。（

広
報
係
）

短 　

歌

時
か
け
て
ネ
ッ
ク
レ
ス
の
縺も

つ
れ
ほ
ど
き
ゆ
く
秋
陽
温ぬ

く
と
き
部
屋
に
ひ
た
す
ら

金
森　

英
子

ひ
と
夏
を
過
ご
し
汚
れ
た
白
い
蝶
た
た
み
に
止
ま
り
動
か
ざ
り
け
り

北
村
ヤ
ヨ
イ

朝
夕
の
冷
え
込
み
し
る
く
足
寒
く
老
い
は
あ
わ
て
て
コ
タ
ツ
を
作
る

平
野　

文
子

と
な
り
家
の
庭
一
面
の
コ
ス
モ
ス
に
淡
き
夕
日
や
秋
ふ
か
み
ゆ
く

藤
本　

京
子

と
り
ど
り
の
短
パ
ン
を
は
き
都
路
を
走
る
乙
女
の
脚
線
羨と

も

し
正
宗
タ
ツ
子

秋
の
陽
に
映
え
て
そ
れ
ぞ
れ
菊
人
形
の
面
輪
り
り
し
き
菊
池
の
広
場

山
本
志
満
子

廃
屋
と
な
り
て
久
し
き
庭
め
ぐ
り
主

あ
る
じ

待
つ
か
に
咲
く
秋
桜市

川　

結
子

昏
れ
ゆ
け
ば
ま
ず
紅
の
鶏
頭
を
消
し
て
ゆ
く
な
り
霜
月
の
庭

甲
斐
レ
イ
子

俳 　

句　
　
　
　

御
船
春
菊
句
会　

水
野
つ
と
む
選

め
く
る
日
や
め
く
ら
な
い
日
の
古
暦　
　
　
　
　
　
　

渡
辺　

澄
江

神
木
の
鈴
う
ち
振
れ
ば
落
葉
し
て　
　
　
　
　
　
　
　

緒
方　
　

栞

悴か
じ
かん

で
作
る
夕ゆ

う

餉げ

の
と
ろ
ろ
汁　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
田
志
美
子

用
件
を
省
き
伸
ば
し
て
ゐ
る
寒
さ　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺
ケ
イ
子

一
年
を
売
り
尽
く
す
声
暮
の
市　
　
　
　
　
　
　
　
　

緒
方　

宣
子

さ
く
さ
く
と
大
根
刻
む
時
刻
む　
　
　
　
　
　
　
　
　

守
田　

律
子

隙
間
風
し
ん
し
ん
更ふ

く
る
一
句
か
な　
　
　
　
　
　
　

丹
生　

則
子

肥  

後  

狂  

句　
天
狗
会

い
た
だ
き
ま
す　

丁
度
野
菜
の
切
れ
と
っ
た　
　
　
　

増
永　

笑
和

パ
ッ
と
せ
ん　

契
約
金
の
無
駄
遣
い　
　
　
　
　
　
　

河
地　

ゆ
き

見
た
こ
つ
か　

杖
突
か
ん
け
ん
こ
け
と
ら
す　
　
　
　

林
田　

実
花

実
り
の
秋　

バ
ン
ド
緩
め
て
い
ち
食
お
か　
　
　
　
　

藤
本　

好
水

ま
だ
早
い　

オ
ハ
コ
は
取
り
に
出
す
つ
も
り　
　
　
　

川
部　

呉
穂

鈍
感　

ア
タ
ッ
ク
し
て
も
糠
に
釘　
　
　
　
　
　
　
　

𠮷
田　

楽
園

実
り
の
秋　

勢
揃
い
し
た
道
の
駅　
　
　
　
　
　
　
　

木
村　

道
草

そ
ら
ァ
一
興　

に
わ
か
踊
り
で
賑
わ
わ
す　
　
　
　
　

田
中　

穂
波

一  

般  

投  

稿

コ
ン
ビ
ニ
の
お
で
ん
で
済
ま
す
昼ひ

る

餉げ

か
な

藤
原　

若
葉

時し

ぐ雨
る
る
や
鳥
は
樹
陰
に
宿
る
ら
む

常
石　

山
紫

恙
な
く
年
を
重
ね
て
米
寿
な
る
家
族
と
暮
せ
し
日
々
に
感
謝
す

松
岡　

文
江

小
さ
い
頃
の
私
は
、
習
字
や
そ
ろ
ば
ん
を
習
っ
て

も
長
続
き
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
小
学
４
年

生
の
頃
に
学
校
に
卓
球
部
が
で
き
、
日
頃
か
ら
遊
ん

で
い
た
友
達
た
ち
が
卓
球
部
に
入
る
と
い
う
こ
と
で

私
も
入
部
し
ま
し
た
。
監
督
・
コ
ー
チ
は
と
て
も
厳

し
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
ま
ま
中
学
・
高
校
と
続

け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
高
校
は
、
卓
球
の
名
門

校
に
進
学
し
ま
し
た
が
、
家
か
ら
通
学
出
来
る
距
離

で
も
全
寮
制
と
い
う
決
ま
り
で
、
親
元
を
離
れ
て
寮

で
生
活
し
ま
し
た
。
上
下
関
係
が
厳
し
く
何
度
も
辞

め
た
い
と
思
い
ま
し
た
が
、
同
級
生
と
な
ぐ
さ
め
あ

い
な
が
ら
練
習
に
励
み
ま
し
た
。
高
校
３
年
生
の
時

は
、
県
総
体
・
九
州
総
体
と
優
勝
し
、
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
で
は
ベ
ス
ト
８
に
入
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
今

で
も
後
輩
た
ち
は
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
な
か
連
覇
を

続
け
て
い
ま
す
。陰
な
が
ら
後
輩
の
活
躍
を
応
援
し
、

自
分
自
身
も
昔
の
経
験
を
生
か
し
て
日
々
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
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まちへの
先生の 青春昔話

みんなの
C o m m u n i t y  M i f u n e

イラスト
コーナー

高
木
保
育
園　

藤ふ
じ
お
か岡　

和か
ず

美み　

給
食
員

（
熊
本
市
出
身
）

「
何
気
な
い
動
機
」

▼全九州総体閉会式後の集合写真 in 沖縄（前列中央）



ジェフェリー先生の英会話 VOL.

歌で伝えたい　感動　喜び

田
たのうえ

上　成
なる

美
み

 さん
（熊本市在住・25歳）

連載

和訳例

問題をよく読んで、3つの答えの中から
正しいものを選び、ハガキに書いて送って
ください。正解者の中から抽選で15人に
図書カードをプレゼントします。

か
わ
い
い
孫
と
一
緒
に
暮
ら
す

お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に

孫
の
話
を
し
て
も
ら
う
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

私
に
と
っ
て
御
船
町
は
、
小
さ
い
頃
に
亡
く
な
っ
た

祖
父
母
と
過
ご
し
た
、
思
い
入
れ
が
あ
る
大
切
な
場
所

で
す
。
昨
年
、
が
あ
ー
っ
ぱ
祭
り
で
歌
っ
た
「
恐
竜
の

風
」
と
い
う
曲
は
、
祖
父
母
と
御
船
町
で
過
ご
し
た
思

い
出
や
、
そ
の
当
時
の
情
景
、
そ
し
て
現
在
、
懐
か
し

い
景
色
を
残
し
な
が
ら
も
、
町
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
し

て
い
る
町
民
の
み
な
さ
ん
の
熱
意
を
感
じ
な
が
ら
「
新

し
い
風
を
起
こ
そ
う
！
」
と
気
持
ち
を
込
め
て
作
り
ま

し
た
。
音
楽
は
、
高
校
１
年
生
の
と
き
に
始
め
ま
し
た
。

卒
業
後
、
東
京
で
２
年
半
の
経
験
を
積
み
、
今
は
、
県

内
を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。同
級
生
の
な
か
に
は
、

結
婚
し
子
ど
も
が
い
る
人
も
い
て
、
う
ら
や
ま
し
い
な

と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
ス
テ
ー
ジ
か
ら
降
り
よ

う
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
音
楽
に
は
芝
居

や
舞
台
と
同
じ
よ
う
に
、
人
を
感
動
さ
せ
た
り
、
喜
ば

せ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
力
が
あ
る
と
知
っ
て
い
る

か
ら
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
多
く
の
人
に
感
動
や
喜
び

を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
歌
を
歌
い
続
け
て
い
き
た

い
で
す
。

いつも元気いっぱい♡
これからもたくさん食べ
てすくすく大きく育って
ね♡
（貴之お父さん　磨紀お母さん）

杉
すぎむら

村貴
き ほ こ

帆子ちゃん
（2歳）

小坂（平成25年１月11日）

毎日、竜賢くんの笑い声
が響く楽しいわが家。
これからの成長楽しみで
す。
（洋お父さん　恵お母さん）

吉
よしもと

本竜
りゅうけん

賢くん
（3歳）

木倉（平成24年１月22日）

お調子者の結菜ちゃん。
すくすく大きくなって
ね。

（芳成お父さん　香苗お母さん）

 溜
たまり

　結
ゆい

菜
な

ちゃん
（3歳）

滝尾（平成24年１月25日）

弟が産まれてお兄ちゃん
になりました。
弟が大好きで明るく元気
な悠太です。
（俊一お父さん　真美お母さん）

清
きよなが

永悠
ゆう

太
た

くん
（2歳）

木倉（平成25年１月5日）

今後も、御船町をテーマにした曲を作りたいと話す
田上さん

80

パパママじぃちゃんばぁ
ちゃん大好き♡
これからもいっぱい遊ん
でね！
（勲お父さん　香緒里お母さん）

山
やました

下美
み う

海ちゃん
（1歳）

辺田見（平成26年１月25日）

お喋りが大好き！元気者
です。これからもいっぱ
い笑わせてね^o^

（惠一朗お父さん　祥愛お母さん）

古
ふる

田
た

直
なお

也
や

くん
（3歳）

辺田見（平成24年１月22日）

じいじ、ばあば、
いっぱい遊んでね。

（真吾お父さん　沙矢加お母さん）

井
い

本
もと

悠
ゆう

汰
た

朗
ろう

くん
（1歳）

木倉（平成26年１月10日）

よく食べ遊び喋り、毎日
楽しませてくれます！
元気いっぱいの瑠くん3
歳おめでとー☆
（真お父さん　愛お母さん）

内
うちむら

村　瑠
るい

くん
（3歳）

滝川（平成24年１月10日）

1歳のお誕生日おめでと
う♡
隼ちゃんの笑顔に毎日癒
されてるヨ。
（和也お父さん　千春お母さん）

住
すみなが

永隼
はや

汰
た

くん
（１歳）

辺田見（平成26年１月4日）

いつも元気いっぱいの笑
顔、ありがとうね！

（栄治お父さん　博美お母さん）

坂
さかもと

本龍
りゅうせい

星くん
（１歳）

高木（平成26年１月8日）

毎
週
、
週
末
は
近
所
の
孫
た
ち
が
遊
び
に
来
て
、
み
ん
な
で

ご
は
ん
を
食
べ
て
い
き
ま
す
。
8
人
全
員
が
集
合
す
る
た
め
、

家
は
ま
る
で
幼
稚
園
の
よ
う
に
賑
や
か
で
す
。
上
の
子
は
下
の

子
の
お
世
話
を
自
然
と
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ほ

か
に
も
、
私
が
ご
は
ん
を
作
る
と
き
は
み
ん
な
が
手
伝
っ
て
く

れ
て
、
優
し
く
育
っ
て
く
れ
て
い
る
こ
と
に
嬉
し
さ
を
感
じ
て

い
ま
す
。
現
在
、
孫
た
ち
は
太
鼓
チ
ー
ム
を
結
成
し
て
い
て
、

き
ょ
う
だ
い
全
員
で
家
に
集
ま
っ
て
太
鼓
の
練
習
を
し
て
い
ま

す
。
き
ょ
う
だ
い
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
何
か
に
取
り
組
む
こ
と

は
と
て
も
大
事
な
こ
と
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の
習
慣
を
維

持
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
機
会
が
あ
れ
ば
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
も
教
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
孫
た
ち
に
は
素
直
に
育

ち
、
人
の
気
持
ち
が
わ
か
る
子
ど
も
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
。

今
後
も
成
長
し
て
い
く
孫
た
ち
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

（
話
・
サ
カ
エ
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
）

Happy new year!  I hope everyone enjoyed the 
celebrations with friends and family. It is the cold months 
of winter now. With the nights coming early it will give 
me a chance to take a step in from the outdoors and 
enjoy some traditional Japanese plays. I recently attended 
a shamisen concert and was amazed at its wonderful 
sound and meaningful songs that were sang with it.
I look forward to learning more about this instrument.

あけましておめでとうございます。皆さん
も友人や家族と正月を楽しくお祝いしたこと
だと思います。最近は冬の寒い時期が続きま
すね。日没が早くなるにつれ、外に出る機会
に恵まれ、伝統的な日本の遊びを楽しんでい
ます。最近は三味線演奏会に参加し、三味線
が奏でる素晴らしい音と、三味線と共に歌わ
れたその意義深い歌に驚きを覚えました。私
は、この楽器をより多く学ぶことを楽しみに
しています。

井
い

藤
とう

　公
まさふみ

文さん（上野・76歳）・サカエさん（73歳）
はづきさん（23歳/長女）・天

てん

馬
ま

くん（12歳/長男）
むつきちゃん（10歳/二女）・大

たいよう

鷹くん（9歳/二男）
獅
し

雄
おん

くん（8歳/三男）・さつきちゃん（8歳/三女）
亥
い

進
しん

くん（7歳/四男）・龍
りゅうじゅ

珠くん（2歳/五男）

◉応募方法
ハガキに答え（例、①－Ａ）とあなたの住
所、氏名、年齢を書いて、〒861‒3296御船
町役場「広報クイズ」係まで郵送してくだ
さい。（コメントやイラストもお待ちし
ております）
◉締め切り
平成27年１月31日土　（当日消印有効）

◉12月号の正解
　①－Ａ
◉12月号の当選者
応募総数24通で全問正解者は24通でした。
抽選の結果、次の10人に図書カードを
お送りします。（敬称略）
佐藤　重喜（滝　尾）／松永　恵子（高　木）
川口　皇騎（七　滝）／村田とく美（木　倉）
北野有王衣（滝　尾）／小川　修一（豊　秋）
吉村　颯太（御　船）／まつおみかこ（小　坂）
中嶋　和子（滝　尾）／髙村　康子（豊　秋）

問①今回御船中ものづくり部が全国大会に
出場するのは何回目でしょうか？
Ａ－10回目
Ｂ－11回目
Ｃ－12回目

（ヒント・４ページ）
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ムゾラシカ

EE gggl hhh-JJJJapppp eEEEEnnggggllliisshhhh-JJJJaappppaaneesseee

わたしにとっての
日本一広報クイズ広報クイズ

問題

来月号は、2月にお誕生日を迎える満1歳から満3歳までの“みふねのアイドル”を先着10人で募集します。
掲載希望の人は、１月30日金までに役場2階総務課広報窓口で直接お申し込みください。（電話予約は不可）

5

孫
8
人
で
こ
こ
ろ
を
ひ
と
つ
に
！

Happy New Year!
あけましておめでとうございます

※「
ム
ゾ
ラ
シ
カ
」は
御
船
弁
で

「
か
わ
い
ら
し
い
」の
意
味
で
す
。
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Good Life Information

生活便利帳

▶役場（時間外・休日の直通）
☎282-1111

▶教育委員会
（カルチャーセンター）

☎282-0888
▶スポーツセンター

☎282-4111
▶恐竜博物館

☎282-4051
▶天君ダム

☎284-2057
▶御船町甲佐町衛生施設組合
（ゴミ焼却場）☎282-0688
▶吉無田高原「緑の村」

☎285-2210
▶浄水センター

☎282-7066
▶御船地区衛生施設組合
（し尿処理場）☎282-2970
▶社会福祉協議会

☎282-0785
▶上益城消防署

☎282-1955
▶御船警察署

☎282-1110
▶上益城地域振興局

☎282-2111
▶御船保健所

☎282-0016
▶御船町地域包括支援センター

☎282-2911
▶眺世庵

☎282-0806

問　

役
場
農
業
振
興
課
農
林
企
画
係

☎
2
8
2
-1
6
0
7

子
育
て
中
の
人
を
応
援
し
ま
せ
ん
か

育
児
経
験
の
あ
る
人
や
、
子
ど
も
が
好
き

な
人
で
、
子
育
て
支
援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
し
て
み
た
い
人
を
募
集
中
で
す
。

【
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
】

町
内
に
住
ん
で
い
る
人
で
、
年
齢
や
性
別

に
関
係
な
く
、
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
を
受
講
し
た
人
で
す
。

【
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
動
】

保
育
園
な
ど
の
送
り
迎
え
／
買
い
物
な
ど

外
出
時
の
一
時
預
か
り
／
学
校
行
事
な
ど
の

一
時
預
か
り
│
な
ど
様
々
な
サ
ポ
ー
ト
を

行
っ
て
い
ま
す
。

【
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
】

　
（
託
児
有
・
予
約
制
）

▼
日
時　

２
月
19
日
木　

９
時
〜
16
時
30
分

▼
場
所　
（
午
前
）
町
子
育
て
ふ
れ
あ
い
館

内
多
世
代
交
流
室

（
午
後
）
上
益
城
消
防
署

▼
内
容　

•
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　

•
講
話　

•
講
義
と
実
技

※
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問　

町
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
2
8
2
-1
6
0
2

能
寛
林
育
樹
事
業
協
力
の
お
願
い

町
有
林
「
能
寛
林
」
は
、
最
初
の
植
樹
か

ら
す
で
に
10
年
近
く
が
た
っ
て
い
ま
す
。
広

葉
樹
も
順
調
に
生
育
し
て
お
り
、
当
初
か
ら

の
目
的
で
あ
っ
た
水
源
涵
養
と
し
て
の
機
能

が
、
少
し
ず
つ
発
揮
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

今
ま
で
に
植
樹
し
て
き
た
面
積
が
約
10

㌶
。
今
年
度
は
、
育
樹
事
業
（
植
樹
な
ど
）

を
御
船
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
連
携
し
て
実

施
し
ま
す
。
育
樹
事
業
へ
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
期
日　

２
月
21
日
土

※
悪
天
候
の
場
合
は
中
止

▼
場
所　

山
都
町
北
中
島
能
寛
林
地
内

▼
集
合　

吉
無
田
高
原　

緑
の
村
駐
車
場

▼
当
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

•
７
時
30
分　

受
付

•
８
時　
　
　

開
会
式

知
お

ら
せ

成
人
用
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
へ
の
助
成

日
本
人
の
死
因
第
３
位
は
「
肺
炎
」。
そ

の
原
因
で
一
番
多
い
の
は
「
肺
炎
球
菌
」
で

す
。
町
で
は
、
肺
炎
球
菌
に
対
し
て
効
果
の

あ
る
予
防
接
種
に
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
対
象
者

①
平
成
26
年
度
中
に
65
歳
、
70
歳
、
75
歳
、

80
歳
、
85
歳
、
90
歳
、
95
歳
、
１
０
０

歳
以
上
に
な
る
人

②
平
成
26
年
４
月
１
日
現
在
、
60
歳
以
上

65
歳
未
満
の
人
で
、
心
臓
、
腎
臓
も
し

く
は
呼
吸
器
等
の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免

疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能

に
障
害
を
有
す
る
人
（
内
臓
系
の
身
体

障
害
者
手
帳
１
級
相
当
）

▼
費
用　

２
，０
０
０
円

▼
期
間　

平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で

▼
接
種
場
所　

医
療
機
関
（
要
予
約
）

（
町
外
の
医
療
機
関
で
接
種
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
事
前
に
御
船
町
保
健
セ
ン
タ
ー

に
て
手
続
き
が
必
要
で
す
）

•
８
時
30
分　

育
樹
作
業

•
11
時
30
分　

昼
食

　

※
昼
食
後
自
由
解
散

▼
申
込
期
限　

２
月
10
日
火

問
・
申
し
込
み
先

役
場
農
業
振
興
課
農
林
企
画
係

☎
2
8
2
-1
6
0
7

家
畜
伝
染
病
予
防
法
に
基
づ
く
定
期
報
告

次
の
よ
う
な
家
畜
お
よ
び
家
き
ん
を
飼
養

さ
れ
て
い
る
人
は
、
家
畜
伝
染
病
予
防
法
の

規
定
に
よ
り
、
年
に
１
回
そ
の
飼
養
頭
羽
数

（
２
月
１
日
時
点
）
を
県
に
報
告
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
該
当
す
る
場
合
は
、
役
場

農
業
振
興
課
農
林
企
画
係
ま
で
ご
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
小
規
模
飼
養
者

▽
牛
、
水
牛
、
馬
（
１
頭
）

▽
め
ん
羊
、
山
羊
、
豚
、
い
の
し
し
、
鹿

（
５
頭
以
下
）

▽
鶏
、
あ
ひ
る
・
あ
い
が
も
、
七
面
鳥
、

　

う
ず
ら
、
ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
、
き
じ

　
（
１
０
０
羽
未
満
）

▽
だ
ち
ょ
う　
　
　
　
　
　
（
10
羽
未
満
）

▽
１
月
26
日
月　

13
時
30
分
〜
16
時

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
熊
本

（
熊
本
市
中
央
区
大
江
６
-１
-38
）

☎
3
7
1
-8
6
0
9

　

▽
２
月
5
日
木　

13
時
30
分
〜
16
時

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池

（
菊
池
市
隈
府
７
７
１
-１
）

☎
0
9
6
8
-2
4
-8
6
0
9

▼
内
容
（
説
明
会
の
み
の
参
加
も
可
）

▽
説
明
会

•
労
働
者
派
遣
法
と
労
働
者
派
遣
の
し  

く
み
に
つ
い
て

•
労
働
基
準
関
係
法
令
の
ポ
イ
ン
ト

▽
相
談
会

•
労
働
者
派
遣
に
関
す
る
こ
と

•
労
働
基
準
法
に
関
す
る
こ
と

•
正
社
員
へ
の
就
職
等
の
相
談

▼
定
員　

30
名
（
先
着
順
）

問
・
申
込
先

熊
本
労
働
局
需
給
調
整
事
業
室

☎
2
1
1
-1
7
3
1

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
上
益
城

☎
2
8
2
-0
0
7
7

若
者
の
仕
事
探
し
を
手
伝
い
ま
す

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
は
、
若
者
の
就
職
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
、
県
が
設
置
し
た
就
職

支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
。
就
職
相
談
な
ど
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

▽
35
歳
未
満
の
人
、
ま
た
は
保
護
者

▽
学
校
の
進
路
指
導
担
当
の
先
生

▼
内
容

▽
就
職
の
相
談

▽
職
業
適
性
診
断

▽
求
人
の
情
報
提
供

▽
出
前
相
談

問　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・
上
益
城
ブ
ラ
ン
チ

（
上
益
城
地
域
振
興
局
内
）

☎
2
8
2
-1
0
1
3

在
宅
医
療
住
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

「
ど
ん
な
時
で
も
い
の
ち
は
輝
く
」
た
と

え
そ
れ
が
亡
く
な
る
直
前
で
あ
っ
て
も
、
生

き
切
る
こ
と
を
支
援
し
な
が
ら
、
出
来
る
だ

け
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め

の
工
夫
は
何
か
？
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
上
益
城
郡
医
師
会
で
は
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
「
仕
事
の
流
儀
・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
」

に
出
演
さ
れ
た
秋
山
正
子
先
生
を
お
招
き

し
、
在
宅
医
療
の
お
話
を
う
か
が
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

▼
日
時　

２
月
11
日
水　

12
時
開
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

13
時
開
演

▼
場
所　

嘉
島
町
町
民
会
館
ホ
ー
ル

（
上
益
城
郡
嘉
島
町
上
島
５
４
５
）

▼
参
加
費　

無
料

問　

上
益
城
郡
医
師
会

☎
2
8
2
-0
4
6
1

熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
に
伴
う
交
通
規
制

２
月
15
日
日
、
熊
本
市
内
に
お
い
て
「
熊

本
城
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
５
」
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
大
会
当
日
は
、
長
時
間
に
わ
た
り
大
規

模
な
交
通
規
制
が
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
マ

ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
沿
線
以
外
の
通
行
可
能
な
道

路
に
お
い
て
も
、
大
幅
な
渋
滞
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
熊
本
市
内
へ
お
出
か
け
の
際
に
は
、

▼
申
込
締
め
切
り
日　

２
月
12
日
木

問
・
申
し
込
み
先

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
2
8
2
-6
0
0
9

特
定（
産
業
別
）最
低
賃
金
が
改
定

特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
が
改
定
さ
れ
、

12
月
15
日
か
ら
時
間
額
が
変
更
に
な
り
ま
し

た
。
産
業
別
最
低
賃
金
に
は
適
用
範
囲
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
熊
本
労
働
局
労
働
基

準
部
賃
金
室
ま
た
は
、
労
働
基
準
監
督
署
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金

▽
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
、

電
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機
械
器
具

製
造
業

７
２
５
円

▽
自
動
車
・
同
附
属
品
製
造
業
、
船
舶
製

造
・
修
理
業
、
船
用
機
関
製
造
業

７
７
５
円

▽
百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー

７
０
７
円

問　

熊
本
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
3
5
5
-3
2
0
2

派
遣
労
働
者
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催

派
遣
労
働
者
や
こ
れ
か
ら
派
遣
労
働
と
い

う
働
き
方
を
考
え
て
い
る
人
を
対
象
に
、
労

働
者
派
遣
制
度
や
労
働
基
準
法
な
ど
を
理
解

し
て
い
た
だ
く
た
め
の
説
明
会
と
、
派
遣
労

働
や
正
社
員
へ
の
就
職
な
ど
に
関
す
る
個
別

相
談
会
を
内
容
と
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
す
。

▼
期
日
・
会
場

マ
イ
カ
ー
の
使
用
を
ひ
か
え
、
公
共
交
通
機

関
の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。
交
通
規
制

の
情
報
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、「
熊
本
城
マ

ラ
ソ
ン
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

問　

熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
事
務
局

☎
3
2
8
-2
3
7
3

相

談

境
界
ト
ラ
ブ
ル
無
料
相
談
所
が
開
設

法
務
局
職
員
お
よ
び
土
地
家
屋
調
査
士

が
、
土
地
の
境
界
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
相

談
の
内
容
に
つ
い
て
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。
当
日
の
混
雑
具
合
に
よ
り
、
お
待
た

せ
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
予

約
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
勧
め
し
て
お
り

ま
す
。

▼
日
時　

２
月
15
日
日　

10
時
〜
15
時

▼
場
所　

熊
本
地
方
法
務
局
２
階

登
記
相
談
コ
ー
ナ
ー

▼
予
約
期
限　

２
月
13
日
金　

17
時
ま
で

問
・
予
約
先

熊
本
地
方
法
務
局
不
動
産
登
記
部
門

☎
3
6
4
-2
2
2
4

法
律
相
談
を
無
料
で
行
い
ま
す

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
御
船
町
内
の

人
を
対
象
に
、
困
り
事
や
悩
み
事
の
無
料
法

律
相
談
を
毎
月
第
３
水
曜
日
に
行
っ
て
い
ま

す
。
相
談
は
、
弁
護
士
、
人
権
擁
護
委
員
、

行
政
相
談
員
が
伺
い
ま
す
。
相
談
は
予
約
制

21 20
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区　間 距　離 先頭通過予定時間 対象走者
１　区 御船高校前～倉岡商店倉庫前 　1.4㌔ 10：00 小学生男子・50歳以上男子・女子（フリー）
２　区 倉岡商店倉庫前～旧リプラテック前 　2.4㌔ 10：04 フリー
３　区 旧リプラテック前～甘木橋 　1.2㌔ 10：13 女子（フリー）
４　区 甘木橋～下高野橋 　1.2㌔ 10：16 50歳以上男子・女子（フリー）
５　区 下高野橋～農道入口 　2.6㌔ 10：19 フリー
６　区 農道入口～旧リプラテック前 　2.4㌔ 10：27 フリー
７　区 旧リプラテック前～下高野橋 　2.4㌔ 10：34 フリー
８　区 下高野橋～御船高校前 　4.0㌔ 10：41 フリー
ゴール 御船高校前 17.6㌔ 10：52 ※フリーは男女年齢問わない

介
之
歌
亭
遊
三

紋
れ
増
三

（

）
ま
ご
曲
戸
江

心
母
（

）
才
漫

会
演
独

会
演
独

紋
れ
増
三

（

）
ま
ご
曲
戸
江

介
之
歌
亭
遊
三

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
先
着
８
人
ま
で
受
け

付
け
ま
す
。

▼
日
時　

1
月
21
日
水　

10
時
〜
14
時

　
　
　
　

２
月
18
日
水

▼
場
所　

町
社
会
福
祉
協
議
会「
ひ
ば
り
荘
」

▼
内
容

【
民
事
】
▽
金
銭
の
貸
し
借
り
▽
売
買

▽
交
通
事
故
▽
給
料
▽
土
地
▽
建
物

▽
登
記
―
な
ど

【
家
事
】
▽
離
婚
▽
成
年
後
見
▽
養
育
費

▽
相
続
▽
遺
産
―
な
ど

問　

町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
2
8
2
-0
7
8
5

募

集

町
営
住
宅
へ
の
入
居
者
募
集

町
営
住
宅
（
中
原
団
地
、
玉
虫
団
地
）
へ

の
入
居
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。
入
居
希
望

者
は
、
受
付
期
間
内
に
申
込
書
を
役
場
建
設

課
維
持
管
理
係
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
同
係
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

▼
入
居
資
格

①
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
人

②
収
入
基
準
に
該
当
す
る
人

③
現
在
、
同
居
し
て
い
る
か
、
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
が
あ
る
人

※
60
歳
以
上
で
あ
れ
ば
単
身
入
居
可

④
税
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

⑤
暴
力
団
関
係
者
で
な
い
人

▼
受
付
期
間　

１
月
26
日
月
〜
２
月
６
日
金

▼
入
居
予
定　

３
月
上
旬
以
降

▼
入
居
団
地　

中
原
団
地
（
辺
田
見
）
３
戸

寄

付

善
意
の
輪

▼
社
会
福
祉
協
議
会
へ

【
香
典
返
し
】

　

 

（
ご
芳
名
）　  　
（
住
所
）　
（
故
人
）

大
川　

修
市　

様
（
小　

坂
）
ト
シ
子
様

上
田　
　

守　

様
（
水　

越
）
ト
ミ
エ
様

野
田　

孝
文　

様
（
上　

野
）
只
夫　

様

別
城　

義
仁　

様
（
滝　

川
）
梅
雄　

様

配
藤
大
一
郎　

様
（
木　

倉
）
タ
マ
エ
様

森
田　

德
家　

様
（
七　

滝
）
カ
ズ
コ
様

冨
永　

幸
則　

様
（
高　

木
）
ス
ミ
ヱ
様

永
本　

政
敏　

様
（
滝　

川
）
清
子　

様

藤
本　

英
典　

様
（
田　

代
）
初
恵　

様

河
野　

厚
美　

様
（
辺
田
見
）
耕
士　

様

玉
虫
団
地
（
滝　

尾
）
１
戸

▼
入
居
者
の
決
定

入
居
資
格
①
〜
⑤
に
該
当
す
る
申
込
者
を

審
査
し
、
公
開
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

問　

役
場
建
設
課
維
持
管
理
係

　

☎
2
8
2
-1
3
1
2

「
仕
事
と
子
育
て
両
立
応
援
セ
ミ
ナ
ー
」

再
就
職
を
希
望
す
る
子
育
て
中
の
お
母
さ

ん
ら
を
対
象
に
、「
仕
事
と
子
育
て
両
立
応

援
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。
内
容
は
、

①
再
就
職
体
験
発
表
、
②
マ
ザ
ー
ズ
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
熊
本
に
よ
る
就
職
準
備
と
仕
事
と
子

育
て
両
立
の
ポ
イ
ン
ト
説
明
、
③
企
業
説
明

会
・
面
談
会
・
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
相
談
―
で
す
。

参
加
無
料
で
、
１
歳
半
〜
就
学
前
ま
で
の
託

児
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。（
無
料
・
要
予
約
）

▼
日
時　

２
月
６
日
金９

時
30
分
〜
15
時
30
分

▼
場
所　

パ
レ
ア
10
階
会
議
室
７

▼
定
員　

30
名

▼
申
込
方
法　

参
加
申
込
書
を
、
県
し
ご
と

相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
託
児
希
望
者
は
、
１
月
23
日
金

ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は
「
く
ま
ジ
ョ
ブ
」
で
検
索
し
て

く
だ
さ
い
。

問　

県
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
3
5
1
-0
5
0
0

（
公
財
）
県
雇
用
環
境
整
備
協
会

☎
3
8
2
-5
4
4
5

そ
の
他

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

▼
町
協
会
平
成
26
年
度
第
９
回
大
会

（
12
月
10
日
水
／
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
）

①
上
野
連
合

（
阪
本
ミ
ス
ヱ
、
阪
本
一
広
、
土
田
幸
人
、

岩
永
英
徳
、
米
村
豊
）

②
水
越
Ａ　

③
下
高
野
２

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

▼
町
協
会
平
成
26
年
度
第
６
回
大
会

（
12
月
１
日
月
／
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

【
赤
コ
ー
ト
】
①
上
田
富
士
子
②
山
本
史
恵　

　

③
橋
本　

準
一

【
青
コ
ー
ト
】
①
平
井
隆
徳　

②
永
野
廣
一　

　

③
武
内　

一　

御
船
警
察
署
管
内
の
事
故
・
事
件

▼
12
月
の
発
生
状
況

事故・事件の発生状況
御船署管内
発生件数

年度累計
276
2121
18
2
45
7
32
45

12月中
23
237
1
1
7
1
3
5

御 船 町
発生件数

年度累計
38
389
2
0
6
2
6
14

12月中
4
53
0
0
0
1
0
1

事件・犯罪区分

交通人身事故
交通物損事故
空き巣
自販機狙い
万引き

オートバイ盗
自転車盗
車上狙い

現在、使用している火葬場「妙見苑」の耐用年数が経
過するため、平成27年３月31日で使用できなくなります。
平成27年４月１日以降の火葬については、下記の火

葬場を使用することとなります。町民の皆様には、ご理
解とご協力をよろしくお願いします。

施設名称 寂静の里 益城斎場

住　　所 美里町堅志田366 益城町福原5740

受付時間 ８時30分～17時15分

火葬前日の12時～17時
※田代西部、田代東部、
上野地区は、火葬前日の
８時30分～17時

火葬料金

（管内扱い料金）
・12歳以上（１体）

10,000円
・12歳未満（１体） 

8,000円
・死産児（１胎）  

  6,000円

（管外扱い料金）
・12歳以上（１体） 

45,000円
・12歳未満（１体） 

30,000円
・死産児（１胎） 

15,000円
※火葬差額金の請求ができます。

※火葬差額金は管内扱い料金と管外扱い料金の差額のことです。

問みず環境課生活環境係　☎２８２‒１６０４
御船町甲佐町衛生施設組合　☎２８２‒０６８８

悪質業者の手口は複雑かつ巧妙化しており、消費
生活相談件数は年々増加しています。御船町では、
平成24年度から上益城４町による広域連携消費生活
相談窓口を開設し、専門の相談員を配置しております。
また、平成26年度より上益城全町で相談窓口を開
設し、上益城広域連携消費生活相談窓口としてスター
トしました。相談員も１人増員し、平日は各町で、よ

り高度な相談にも対応できるような体制をとってい
ます。
今後も継続して、消費者被害を未然に防ぐための

啓発活動の推進、専門相談員の配置による相談体制
の充実を図っていきます。

御船町長 　山本　孝二

地区から選ばれたランナーが、御船路を力走します。
当日は、走る選手たちへ沿道から声援をお送りください。 オープン参加チームを募集します

今大会から、オープン参加ができるようになります。
チーム編成は、小学生以上の町民または町出身者、御船
町内に勤務する人（地区からの出場依頼があった場合は
地区の出場を優先してください）。詳しくは、町体育協
会事務局（役場社会教育課社会体育係）までお問い合わ
せください。
◆申込期限　２月９日月

問社会教育課社会体育係　 ☎２８２-１２６１

藤
本　

高
明　

様
（
水　

越
）
イ
ワ
ヱ
様

近
藤　
　

栄　

様
（
高　

木
）
ミ
ド
ル
様

【
一
般
寄
付
】

吉
岡　

末
秋　

様
（
高　

木
）

山
川　

長
行　

様
（
滝　

川
）

入
場
券
前
売
所　

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

問　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

☎
2
8
2
-0
8
8
8

23 22

４月１日から
火葬場が使用できなくなります

第 回御船町地区対抗駅伝大会
月 日日  時　御船高校前スタート

上益城全町で消費生活相談窓口を開設。相談体制を強化。

◉入場料金（全席指定）前売券
一般　　　　2,000円　
高校生以下　1,000円
※宝くじの助成により、特別料金となっています。







○○○○○○


